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(出所)リ フィニティブ

κ
り

に
、
い
ち
早
い
操
業
開
始
や

ロ
シ
ア
に
有
利
な
供
給
条
件

を
主
張
す
る
と
み
ら
れ
る
。

天
然
ガ

ス
価
格

の
高
騰

で
、
英
国
で
は
仕
入
れ

コ
ス

卜
の
上
昇
に
耐
え
ら
れ
な
く

な

っ
た
複
数
の
ガ
ス
供
給
事

業
者
が
経
営
破
綻
に
追
い
込

ま
れ
た
。
ガ
ス
を
使
う
肥
料

工
場
が
操
業
停
止
し
て
副
産

「 ノル ドス トリーム 2」 の建設現場
(19年 9月、バル ト海)一ロイター

Ｃ
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
で
問
題

は

「
短
期
的
」
と
の
見
方
を

示
し
た
が
、
ガ
ス
需
要
が
伸

び
る
冬
場
を
控
え
た
急
騰
で

懸
念
は
強
ま

っ
て
い
る
。

ロ
シ
ア
側
は
供
給
義
務
を

果
た
し

て
い
る
と
主
張
す

る
。
だ
が
、
ガ
ス
プ

ロ
ム
の

ミ
レ
ル
社
長
は
１７
日
、
欧
州

が
ガ
ス
の
在
庫
が
不
十
分
な

ま
ま
秋
冬
を
迎
え
、
さ
ら
に

価
格
が
上
昇
す
る
可
能
性
を

警
告
し
た
。
イ
ン
タ
フ
ァ
ク

ス
通
信
は
２０
日
、
同
社
が
ウ

ク
ラ
イ
ナ
経
由
で
欧
州
に
向

か
う
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
つ
い

績
珈
朗
わ

つ 供
齢
秦
難
珈
わ
野

一

ガ
ス
供
給
を
巡

っ
て
欧
州

と
ロ
シ
ア
の
駆
け
引
き
が
激

し
く
な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ

る
。
欧

口
間
の
ガ
ス
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
で
は
米
国
な
ど
が
反

対
し
て
き
た

「
ノ
ル
ド
ス
ト

リ
ー
ム
２
」
の
敷
設
工
事
の

完
了
を
ガ
ス
プ

ロ
ム
が
１０
日

に
発
表
し
た
。

ロ
シ
ア
は
欧

州

へ
の
供
給
安
定
を

理
由ヽ
l

Ｉ
Ｅ
Ａ
、価
格
高
騰
で
要
請

【
ロ
ン
ド
ン
＝
篠
崎
健
太
】

国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関

（
Ｉ

Ｅ
Ａ
）
は
２‐
日
、
欧
州
で
天

然
ガ
ス
価
格
が
高
騰
し
て
い

る
こ
と
を
受
け
て
声
明
を
出

し
、
主
要
な
輸
出
国
で
あ
る

ロ
シ
ア
に
供
給
量
を
増
や
す

よ
う
求
め
た
。
欧
州

へ
の
長

期
契
約
に
基
づ
く
提
供
は
履

行
し
て
い
る
も
の
の

「
ロ
シ

ア
に
は
で
き
る
こ
と
が
も

っ

と
あ
る
は
ず
だ
」
と
述
べ
、

逼
迫
状
況
の
緩
和
に
向
け
た

協
力
を
促
し
た
。

天
然
ガ
ス
相
場
は
９
月
に

入
り
世
界
的
に
上
昇
の
勢
い

が
増
し
て
い
る
。
欧
州
で
は

指
標
価
格
の
オ
ラ
ン
ダ
Ｔ
Ｔ

Ｆ
が
足
元
で
１

ガメ
】
時
あ
た

り
７０
叶
（約
９
０
０
０
円
）
超

と
、
１
カ
月
前
よ
り
７
割
ほ

ど
高
い
。
年
初
と
比
べ
る
と

約
４
倍
に
高
騰
し
て
い
る
。

． 因
Ｈ
ぃ
一
雌
鰤
略
姉
裁
詢
嗅

復
に
加
え
、
欧
州
で
冬
場
に

厳
し
い
低
温
が
長
引
い
て
暖

一房
需
要
が
旺
盛
だ

っ
た
こ
と

や
、
直
近
数
週
間
の
風
力
発

電
量

の
鈍
さ
な
ど
を
挙
げ

た
。
欧
州
の
ガ
ス
の
在
庫
量

は
過
去
５
年
平
均
を
大
き
く

下
回

っ
て
い
る
。

Ｉ
Ｅ
Ａ
は
冬
の
天
候
次
第

で
は

「
欧
州
の
ガ
ス
市
場
は

さ
ら
に
強
い
ス
ト
レ
ス
に
直

¨
”
』
和
利
叫
か
吻
る
」
と

一

声
明
で
は
ロ
シ
ア
に
つ
い

て
、
欧
州
向
け
の
天
然
ガ
ス

輸
出
量
は
２
０
１
９
年
の
水

準
を
下
回

つ
て
い
る
と
指
摘

し
た
。

「
欧
州

へ
の
頼
れ
る

供
給
者
と
し
て
の
信
用
を
示

せ
る
機
〈
本
だ
」
と
訴

え
た
。

ロ
シ
ア
が
欧
州
に
圧
力
を

か
け
よ
う
と
、
ガ
ス
の
供
給

拡
大
に
後
ろ
向
き
な
姿
勢
を

物
で
あ
る
産
業
用
の
二
酸
化

炭
素

（
Ｃ
０
２
）
が
不
足
す

る
な
ど
悪
影
響
が
広
が

っ
て

い
る
。
訪
米
中
の
ジ

ョ
ン
ソ

ン
英
首
相
は
２‐
日
、
英
Ｂ
Ｂ

と

っ
て
い
る
と
の
見
方
も
浮

上
し
て
い
る
。

ロ
イ
タ
ー
通

信
に
よ
る
と
、
欧
州
議
会
の

一
部
議
員
は
１７
日
ま
で
に
、

ロ
シ
ア
国
営
ガ
ス
大
手
ガ
ス

プ

ロ
ム
が
意
図
的
に
価
格
の

押
し
上
げ
を
図

っ
て
い
る
疑

い
が
あ
る
と
し
て
、
欧
州
連

合

（
Ｅ
Ｕ
）
の
欧
州
委
員
会

に
調
査
を
要
請
し
た

欧州の天然ガス指標価格
(オランダT丁 F、 翌日渡し)
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①

個
人
情
報
を
巡
る
世
界
の
ル

ー
ル
が
様
変
わ
り
し
た
。
引
き

金
は
３
年
前
に
施
行
し
た
欧
州

連
合

（
Ｅ
Ｕ
）
の

一
般
デ
ー
タ

保
護
規
則

（Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
）
。
多

く
の
国
が
、
氏
名
な
ど
を
含
ま

な
い
細
か
な
デ
ー
タ
も
保
護
す

る
動
き
を
進
め
た
。
日
本
は
規

制
強
化
と

一
線
を
画
し
た
が
、

デ
ー
タ
経
済

へ
の
対
応
に
苦
慮

匿
名
デ
ー
タ
も
保
護
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ツ
キ

、

′″ヽ、
暉
饉
麗
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

す
る
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
り

か
。
難
題
に
挑
む
。

（
関
連
記

つ
つ
デ
ー
タ
を
ど
う
活
用
す
る

事
１５
面
に
）

日本 気づけば少数派

も個人情報 と して保護す る動きが広がる

「
ば
か
げ
て
い
る
」
。
ド
イ

ツ
で
パ
ソ
コ
ン
販
売
会
社
を
経

営
す
る
オ
リ
バ
ー

・
ヘ
ル
モ
ン

ド
氏
は
激
怒
し
た
。
１
月
、
当

局
か
ら
１
０
４
０
万

口千

（約
１３

億
円
）
の
制
裁
金
を
命
じ
ら
れ

た
。
売
り
場
な
ど
の
監
視
カ
メ

ラ
を

「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
違
反
の
従
業

員
監
視
」
と
指
摘
さ
れ
た
。

２
０
１
８
年
５
月
に
施
行
さ

れ
た
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
は

「
世
界
で
最

も
厳
し
い
」
と
い
わ
れ
た
。
デ

ー
タ
収
集
時
に
本
人
の
明
確
な

同
意
を
必
要
と
す
る
な
ど
企
業

に
情
報
管
理
を
徹
底
さ
せ
る
。

各
国
当
局
の
摘
発
は
２０
年
１２
月

～
２‐
年
５
月
で
２
３
０
件
以
上

と
前
年
同
期
の
約
２
倍
だ
。

厳
格
な
世
界
標
準

そ
ん
な
厳
格
な
ル
ー
ル
が
世

界
標
準
に
な
り

つ
つ
あ
る
。

「
日
本
法
の
対
応
だ
け
で
は

不
十
分
」
。
９
月
、
大
井
哲
也

弁
護
士
の
助
言
に
消
費
財
メ
ー

カ
ー
の
担
当
者
は
驚
い
た
。
顧

客
の
サ
イ
ト
閲
覧
情
報
を
欧
州

法
に
沿

っ
て
管
理
す
る
よ
う
求

め
ら
れ
た
。

「
顧
客
は
日
本
人

な
の
に
」
。
だ
が
国
内
で
も
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
意
識
は
高
ま
り
、

他
社
も
同
様
に
動
く
。
最
後
は

社
長
が
対
応
を
決
め
た
。

Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
が
保
護
す
る
デ
ー

タ
は
幅
広
い
。
ネ

ッ
ト
閲
覧
履

歴
が
わ
か
る
ク

ッ
キ
ー
情
報
な

ど
氏
名
を
含
ま
な
い
デ
ー
タ
も

「
個
人
情
報
」
と
み
な
す
。

、デ
ー
タ
分
析
技
術
の
進
化
が

個
人
情
報
の
概
念
を
広
げ
た
。

携
帯
電
話
の
位
置
や
パ
ソ
コ
ン

の
動
作
環
境
な
ど
の
匿
名
デ
ー

タ
か
ら
も
、
そ
の
人
の
好
み
や

生
活
習
慣
を
予
測
で
き
る
。
イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ

（
Ｉ
Ｉ
Ｊ
）
の
鎌
田
博
貴
氏

は

「
顔
の
見
え
な
い
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
」
と
表
現
す
る
。

一
方
で
日
本
の
個
人
情
報
保

護
法
は
原
則
的
に
、
氏
名
や
顔

な
ど
個
人
を
直
接
特
定
で
き
る

デ
ー
タ
を
個
人
情
報
と
す
る
。

経
済
界
が
管
理
コ
ス
ト
の
増
加

な
ど
を
嫌
い
、
定
義
拡
大
に
難

色
を
示
し
て
き
た
。

気
づ
け
ば
日
本
は
少
数
派
と

な

っ
た
。
Ｉ
Ｉ
Ｊ
の
５７
の
国

・

地
域
を
対
象

に
し
た
調
査

で

は
、
４８
カ
国

・
地
域
が
個
人
を

直
接
特
定
し
な
い
デ
ー
タ
も
個

人
情
報
に
合
め
て
い
た
。
日
本

と
同
様
の
狭
い
定
義
は
ベ
ト
ナ

ム
な
ど
９
カ
国
だ
。

海
外
展
開
を
断
念

日
本
と
世
界
と
の
ル
ー
ル
の

格
差
に
、
企
業
は
苦
し
む
。

あ
る
旅
行
予
約
サ
イ
ト
は
、

欧
州
や
ア
ジ
ア
向
け
に
サ
ー
ビ

ス
を
拡
大
す
る
構
想
を
諦
め

た
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
型
の
デ
ー
タ
管

理
に
数
百
万
円
の
追
加
費
用
がミ

ヽ必
要
と
分
か
り
、
経
営
陣
が
「
リ

ス
ク
が
あ
る
」
と
ひ
る
ん
だ
。

Ｌ
‐
Ｎ
Ｅ
は
２‐
年
春
、
個
人

情
報
の

一
部
が
中
国
の
委
託
先

か
ら
ア
ク
セ
ス
可
能
だ

っ
た
こ

ま
ら
な
い
」
と
、
同
社
の
認
識

不
足
を
批
判
し
た
。

個
人
情
報
の
扱
い
に
厳
し
い

目
を
注
ぐ
世
界
の
潮
流
は
ま
す

ま
す
強
ま
る
。
も
は
や
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
保
護
と
便
利
さ
の
両
立

か
ら
、
目
を
背
け
る
こ
と
は
許

さ
れ
な
い
。
勝
ち
残
り
競
争
の

中
、
日
本
の
ル
ー
ル
や
企
業
戦

略
が
問
わ
れ
る
。

主
流
に

凋組 7を



⑤

お
金

や
物

が

減

る

わ

け

で

は
な

い
。
痛
み
を
感
じ
る
こ
と
も
な
い
。

そ
れ
で
も
や
は
り
、
何
か
が
失
わ
れ

て
い
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
使
う
と
き
、

多
く
の
サ
ー
ビ
ス
と
引
き
換
え
に
渡

し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
私
た
ち
自

一〕
つ
一
〔
一
け
や ・ ソ
】
¨
一
¨
一
一
¨

一員
ぃ
物
、
検
索

エ
ツ
ジ
ン
で
探
す
ウ

ェ
プ
サ
イ
ト
ー
ー
。
ア
ク
セ
ス
す
る

た
び
に
、
ど
ん
な
サ
イ
ト
を
よ
く
見

て
い
る
か
、
い
つ
ど
こ
で
ネ
ッ
ト
を

つ
な
い
で
い
る
か
、
と
き
に
は
年
齢

や
性
別
に
つ
い
て
な
ど
の
情
報
が
多

く
の
企
業
に
送
信
さ
れ
る
。
そ
れ
ら

は
サ
ー
ビ
ス
自
体
の
ほ
か
、
ネ
ッ
ト

広
告
に
利
用
さ
れ
る
。
私
た
ち
が
「ど

ん
な
人
物
か
」
を
判
別
し
、
欲
し
が

り
そ
う
な
商
品
を
表
示
す
る
た
め

だ
。グ

ー
グ
ル
や
フ

ェ
イ
ス
プ
ッ
ク
な

ど
の
米
巨
大
企
業
群

「Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
」

を
核
と
す
る
Ｉ
Ｔ
業
界
は
、
利
用
者

の
情
報
を

「対
価
」
と
す
る
こ
の
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
膨
張
を
続
け
て
き

た
。

「プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
古

い
社
会

規
範
と
な

っ
た
」
。
フ

ェ
イ
ス
プ

ッ

ク
の
創
設
者
、

マ
ー
ク

・
ザ

ッ
カ
ー

バ
ー
グ
氏
は
２
０
１
０
年
、
そ
う
し

た
趣
旨
の
発
言
を
し
た
。
デ
ジ
タ
ル

化
社
会
で
は
よ
り
多
く
の
人
が
オ
ー

プ
ン
に
自
分
た
ち
の
情
報
を
共
有
す

る
よ
う
に
な
る
と
の
見
方
だ
。

し
か
し
こ
こ
数
年
、
潮
目
が
変
わ

り
始
め
た
。
個
人
デ
ー
タ
が
収
集

・

分
析
さ
れ
る
こ
と

へ
の
懸
念
に
配
慮

し
、
企
業
側
が
相
次

い
で

「プ
ラ
イ

バ
シ
ー
重
視
」
を
強
調
す
る
よ
う
に

な

っ
た
の
だ
。

変
化

へ
の
う
ね
り
は
、

一
人
の
若

き
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
法
律
家
を
中
心

に
起
き
て
い
る
。
ウ

ィ
ー
ン
を
拠
点

と

す

る
プ

ラ
イ

バ

シ

ー
保

護

団

体

「
ｎ
ｏ
ｙ
ｂ
」
代
表
、
マ
ッ
ク
ス

・

シ

ュ
レ
ム
ス
氏

（
３３
）
０
ネ

ッ
ト
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
問
題
を
巡
り
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ

な
ど
に
数
々
の
法
廷
闘
争
を
挑
み
、

欧
州
連
合

（
Ｅ
Ｕ
）
か
ら
米
国

へ
の

個
人
デ
ー
タ
移
転
を
可
能
に
す
る
協

定
を
無
効
化
さ
せ
る
な
ど
業
界
を
揺

る
が
す
判
決
を
勝
ち
取

っ
て
き
た
。

「プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
本
質
は

″
隠
す
こ
と
″
で
は
な
く
、
ど
う
い

う
情
報
を
誰
と
共
有
す
べ
き
か
を

″
誰
が
決
め
る
の
か
″
に
あ
る
。
そ

し
て
、
そ
れ
は
グ
ー
グ
ル
で
は
な
く
、

あ
な
た
自
身
で
あ
る
べ
き
で
す
」

髪
の
先
を
と
が
ら
せ
た

「
ス
パ
イ

キ
ー

ヘ
ア
」
に
黒
い
Ｔ
シ
ャ
ツ
。
シ

ュ
レ
ム
ス
氏
は
そ
ん
な
い
で
た
ち
で

オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
の
画
面

に
現
れ
た
。

【プ
リ

ュ
ツ
セ
ル
岩
佐
淳
士
】

◇

デ
ジ
タ
ル
化
社
会
の
あ
り
方
を
、

人
権
や
民
主
主
義
の
視
点
か
ら
問
い

直
す
動
き
が
生
ま
れ
て
い
る
。
欧
州

の
現
場
か
ら
報
告
す
る
。＝

随
時
掲
載

一　
　
３
面
に
つ
づ
く
　
　
一

（
８
面
に
関
連
記
事
）

個
人
デ
ト
タ
共
有
に
転
機

κ2々

「決めるのは企業ではない」

シュレムス氏

=ロイター
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